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発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”
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長崎―早稲田大学１２５０ウオークリレー、スタート
２月１８日、ついに長崎ー早稲田を校友たちでつなぐウオークリレーが始まった。

創立１２５周年万歳。リレー起点の長崎と学祖大隈侯の誕生地佐賀の町には地域の校友が多数集まり、ウオーキングをはじめ様々なイベント催し、母校の栄光と長寿を祝い、喜び合った。二つの町は０Ｂの熱気で早稲田一色に染まった。

人々を動員したこれらの企画は全て地元校友たちの手作り。その成功は彼等の母校愛、仕事への情熱、稲門同士の団結力の賜物だった。祭りが終われば皆で肩を組んで｢都の西北｣大斉唱、後は涙、涙、涙。この感動の場面を現役学生、白井総長、瀬下校友会会長らにも見せたかった。地域　 と早稲田、早稲田と世界。この日から早大の新グローカリズムが起動した。

　　今もウオーク隊は九州道を東行している。種々の事情でこの計画に参加できなかった校友会支部や稲門会の方々も彼らが自分たちの町に近付けば校旗や握手で激励していただきたい。
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――傷害保険のお知らせ 集合場所にて掛金を預ります――
預り額100円/1区間(うち保険掛金50円/1人・1日＋大学へ記念寄付50円*)

参加に当っての約束
１．健康安全管理は参加者自身の自己管理にゆだねられます

２．宿泊手続は参加者が各自で予約手続してください


連絡・お問い合わせは　東京・山口志朗が情報センターとなります
（電話/fax03-5398-4060 ・mobile 090-4417-8714）　mail:  shiro.y@wave.plala.or.jp
◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中



　　　　　　　長崎市で盛大な出発式


　　　　　　　　　　　寸劇で 大隈老候に「通行手形」を手渡す





早稲田大学校友会長崎支部（原田延介支部長）は２月１８日、長崎市で母校１２５周年の祝賀行事として注目されていた「長崎―東京・早稲田１２５０キロウォークリレー」の出発式を行い、校友およびその家族５０人が次のリレー地、諫早までの２７キロを完歩した。これにより地域校友らによる８４日間の歩く旅が始まった。


　この日は午前８時に、長崎県下の校友らが、大隈重信候が若き日 米人宣教師フルベッキから西洋近代学を学んだ致遠館跡に続々と集合し、記念撮影をした後、５００メートル東の長崎郷土歴史文化会館（幕府長崎奉行所跡)へ移動、同８時３０分より出発式が始まった。


　式は長崎南高校ブラスバンド部の生徒らが校歌「都の西北」を演奏する中で開始。原田支部長、校友の伊藤一長長崎市長が挨拶に立ち、それぞれ１２５０キロの壮大な計画を讃えるとともに、１２５周年以降の、早稲田および日本と長崎の新たな発展を強調した。


ついで文化会館所属俳優部による長崎―東京間｢旅の通行手形｣の授与式が行われ、大隈老候が長崎奉行所から手形を受け取るという寸劇に参会者は大喝采。その頃には校友関係者は１００人以上に増え、応援団ＯＢの指揮による校歌大合唱が始まると、式もピークを迎えた。たまたま文化会館見学に来ていた修学旅行高校生多数が、早稲田ＯＢの熱気に見とれるというおまけまでついた。


式には県内マスコミ各社も取材にかけつけ、長崎文化放送が当日夕刻のニュースで式の模様を県民に伝えた。


ウォーカーらは午前９時に文化会館をスタート。７２歳の大先輩から下は小学校１年の男子児童を交えたチームが、早春の旧長崎街道の難所を越えて東に向かい、約８時間かけて諫早稲門会、島原稲門会の迎えるＪＲ諫早駅に着いた。


１９日は諫早稲門会おＯＢ一行が通行手形、安全祈願護符、襷などを引きついで、佐賀県境の東彼杵町まで歩いた。











　　　　　　　　　


古川佐賀県知事が激励


　　　　　　　　　　　　　早稲田への期待高まる葉隠れの町　　





　早大創立１２５周年祝賀｢長崎―東京・早稲田１２５０キロウオークリレー｣は、６日目の２月２３日、佐賀市に到着。翌２４日校友会支部による盛大なセレモニーが大隈記念会館前で行われた。


　佐賀県の催しは長崎から来たウオーク隊に対する歓迎と、同日鳥栖市に向かう佐賀ＯＢの出発式を兼ねて開かれた。式は県内各地から駆けつけたＯＢ５０人が参加して、午前８時過ぎ開会、まず早朝を押して出席した古川康佐賀県知事が挨拶、１２５０キロウオークの壮大な試みを讃えるとともに、大隈侯を生んだ佐賀県と早稲田大学との更なる緊密な提携を強調した。また中尾佐賀県校友会支部長、佐賀市助役らもウオーク・リレーが佐賀を通過することを喜び、歩行参加者を激励した。


　この後、揃いの法被を着た校友らは肩を組んで、｢紺碧の空｣と「都の西北」を斉唱、式のために用意した大のぼり３本を押し立てて出発式を盛り上げた。


　会場には、佐賀テレビ、西日本新聞、佐賀新聞など、長崎県を上回る報道陣の取材が詰めかけ、折から開催中の早大所蔵「明治庶民生活写真展」の見学客も加わって大混雑した。取材の結果は、テレビは同日の正午と夕方５時のニュースで放映され、西日本新聞、佐賀新聞は翌日の朝刊に掲載された。知事と助役はウォーク隊を佐賀から長崎街道沿いの四辻まで見送ってくれるほどの熱の入れようで、ある地元ＯＢは「早く唐津に早稲田の中・高校を開校してほしい」と話していた。


　総勢３０名のウォーキング参加者は午後３時半に橋本康志新市長の出迎えの中、鳥栖市役所に到着した。





　　　　　　　　　　　　


佐賀から福岡へ


　　　　　　　　　　　　　　橋本鳥栖新市長がウオーキング





福岡県で唯一「Ｐ１２５」計画への参加を決めていた筑後稲門会（会長　渡辺一生氏）は、


２５日朝、鳥栖市で出発式と「通行手形」の引渡し式を行い、福岡・筑後地区から駆けつけたＯＢ１０人と地元佐賀からのＯＢ１０人の計２０人で早春の筑後路へスタートした。特に先ごろ


当選を果たし、近く鳥栖新市長となる橋本康志氏は夫人と共に、式後ウオーキングにも加わり、


ウオーク隊の人たちと語り合いながら、しばし歩行を楽しんだ。一行は同日午後１時４０分、


天満宮で名高い大宰府市に到着した。


　筑後稲門会の当計画への参加は、校友吉川尤介氏の地道な尽力により実現したもので、入院中の吉川氏に代わり、万事を取りまとめていただいた渡辺会長、宮崎衛氏に感謝したい。
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